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Djιー -Uj・!og Uj一(1-U)'!og(1-Uj) 
( 142 ) 





R = E/M-7t( L: qi-l)→ mαz ( 3 ) 
(3)式のRはqiに閲して上に凸なので，これをqiで偏微分し Oとおき，式を銭思すると，下
式が得られる。
qi = exp[ -ui'E/MJ = exp[D;J 'w"j 





( 5 ) 
( 6 ) 














ファジィ集合に属する度合 o豆ti豆 1)へと変換しておくことにする。ここで， r難易度の高
い大学の集合」は，その境界があいまいな(ぼやけた)ファジィ集合であるため，学歴情報をそ




































10 「明大商学論叢」第98巻第3・4号 ( 144) 
ファジィ・エントロビーFをなるべく大きくするような採用選択確率ρzの推定問題奇考えるこ
とになる。
L =Zl(uz/tt)-P1 (7) 
n n 
F=-ZIPt・logPi十 21Pz-cz十I:;Pi' Di 
ただし， Cj = -t;， log tj一(l-t)'log(l-t)






R =F/L-A(21ムー 1)→mαz ( 9 ) 
(9 )式はρzに関して上に凸であるため，Rの最大値はこの式をあで偏微分して Oとおいた方
程式を満足するのそこで，RをPiで偏微分して Oとおけば，







{(一 logPj+Ci+D)'L-u/tj'F}/L2= 0 








(16)式の CjとDi，および Ujとんは既知であるため， (16)式を満たす W の値を数値的に求め，
その値を(14)式に代入することにより， (9)式を最大化する採用選択確率九を推定することがで
きる。

















まず，学歴情報Zの数値例に関して偏差値35，45， 55， 65， 75の5水準を，また能力情報q
に関しては45点， 55点， 65点， 75点， 85点， 95点の 6水準を設定し，これらを表Iのように
メンパーシップ値tjとUiに変換する。ただし，本研究の分析では，学歴(偏差値)の 5水準と














12 「明大商学論叢」第98巻第3・4号 ( 146) 
表1 本研究の数値例(7;と U.)とメンバーシ ':1プ値 (tjとUj)
素データ メンバーシップ値 素データ メンバーシップ値
学歴T; 能カu; 学歴tj 能力的 学歴T; 能力u; 学歴ti 能力 Uj
75 95 0.9375 0.05 45 95 0.5625 0.05 
75 85 0.9375 0.15 45 85 0.5625 0.15 
75 75 0.9375 0.25 45 75 0.5625 0.25 
75 65 0.9375 0.35 45 65 0.5625 0.35 
75 55 0.9375 0.45 45 55 0.5625 0.45 
75 45 0.9375 0.55 45 45 0.5625 0.55 
65 95 0.8125 0.05 35 95 0.4375 0.05 
65 85 0.8125 0.15 35 85 0.4375 0.15 
65 75 0.8125 0.25 35 75 0.4375 0.25 
65 65 0.8125 0.35 35 65 0.4375 0.35 
65 55 0.8125 0.45 35 55 0.4375 0.45 
65 45 0.8125 0.55 35 45 0.4375 0.55 
55 95 0.6875 0.05 
55 85 。蜘6875 0.15 
55 75 0.6875 0.25 
55 65 0.6875 0.35 
55 55 0.6875 0.45 












100点満点 75 65 55 45 35 
95点 27.9149% 27.5260% 22.0928% 14.0386% 6.2234% 
85点 1.1465% 0.6684% 0.2620% 0.0591% 0.0051% 
75点 0.0433% 0.0149% 0.0029% 0.0002% 0.0000% 
65点 0.0015% 0.0003% 0.0000% 0.0000% 0.0000% 
55点 0.0001% 0.0000% 0.0000% 0.0000% 0.0000% 
45点 0.0000% 0.0000% 0.0000% 0.0000% 0.0000% 





























100点満点 75 65 55 45 35 
95点 19.3703% 19.3703% 19.3703% 19.3703% 19.3703% 
85点 0.6114% 0.6114% 0訓 14% 0.6114% 0.6114% 
75点 0.0177% 0.0177% 0.0177% 0.0177% 0.0177% 
65点 0.0005% 0.0005% 0.0005% 0.0005% 0.0005% 
55点 0.0000% 0.0000% 0.0000% 0.0000% 0.0000% 
45点 0.0000% 0.0000% 0.0000% 0.0000% 0.0000% 
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